
【 化学療法　　】を受けられる患者様へ 患者様用
                     CP

患者様氏名 様 主治医
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検査

内服薬

処置

安静度

食事

清潔

排泄

注意：現時点で考えられる予定であり、今後検査・治療を進めていくにしたがって

         変わることがあります。

説明

＊すぐに出現する副作用・・・息苦しい　胸が痛い　動悸　顔が火照る　発汗　発疹　かゆみ　急な吐き気などがあります。

　　　　　　　　　           →これらの症状が出現した場合、すぐに連絡してください。

＊時間がたって出現する副作用・・・吐き気、嘔吐、食欲低下、下痢、便秘、骨髄抑制（感染しやすい、貧血出血しやすい）、脱毛、しびれ、関節痛、口内炎、倦怠感　　

　　　　　　　　　           　　　　　　　　などがあります。尚、副作用の有無、程度には個人差があります。

　　　　　　　　　           →症状に対して薬で対処することができます。

＊点滴中は、点滴刺入部の痛み、灼熱感、発赤、腫脹に注意が必要です。何かあれば我慢せずにすぐにお知らせください。

制限はありませんが、点滴中は安静にお過ごしください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パスコード０９－０１５－０3

　　　　　　　　　　徳山中央病院　　　婦人科　　　201３年２月改訂

入院後より、尿量を測定していただきます。これは、腎臓の働きをみるためです。朝６時～翌日の朝６時までを１日量とします。

食事制限はありません。食欲不振や吐き気があるときは、お知らせください。食事内容の変更を検討します。水分は多めにとるように心がけてください。

　タオルをお配りします。点滴終了後はシャワー浴できます。

注射・点滴 2日目と同じ

　　　　点滴5本　　　内、副作用を抑える薬入り　1本　

　　　　注射1本　　　副作用を抑えるもの 　　　注射1本　　　　副作用を抑えるもの

＜入院治療計画書＞

１日目 　　２日目

点滴の確保をします。

目標

・化学療法の必要性が理解でき、安心して治療が受けられる
・副作用による苦痛が軽減される
・異常がおこることなく治療が円滑に進む　　　　　　　　・退院後の日常生活における注意点が理解でき、不安が軽減できる

必要時採血

３日目

/ / /

　　　点滴3本　　　　内、副作用を抑える薬入り　　1本
　　　　　　　　　　　　　　治療の薬入り　　　　　　　2本 　　　　　　　　　　　　　　　治療の薬入り　　　　　　　1本


